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吾々の体が実に複雑な臓器系統並びに組織系統から成り立っており，それ等の間の微妙且つ
緊密な調節作用によって健康が保持されていることは云う迄もないことである。かような各種
・臓器の関連性に就L、ては勿論首から関心を持たれ研究されていたので、あるが，近頃特に内分泌
系統の方面において長足の進歩をみたことは之亦周知の事実である O
然しながら如何に吾々の知識が豊富になったとはし、ぇ，臓器機能のあらゆる点が解明された
わけではなし、。検索方法の進歩に伴し、，叉観点をかえることによって従来定説とされていた事
柄さえもが屡々くつがえされていることは歴史の示すところである O 叉一面において案外にわ
かっていない点も少くなし、。卑近な例であるが，扇桃腺や虫垂は之を取り去っても人体にはさ
して痛浮を感じないのであるが，然らばこの様な組織は人体に対して何等の意味も持たなL、無
用の長物であろうか。属桃腺については，単に細菌等を抑促する組織とし、う以外に，それが内
分泌或は抗体産生に関与すると見倣す学者もあるが，未だその機能は明でなし、。叉間続などで
胃の全刻出或は部分切除を行った後に貧血が起る場合があることが最近注意されてきた。更に
叉肺臓や腎臓の様に左右両側から出来ている臓器では，その一方を取っても生命に別条はな 
L、。そして時がたつにつれ残った一方が大きくなって代償』陸肥大と呼ばれる現象が起る。然し・
この様な場合に果して肺臓や腎臓の機能がもと通りに完全に行われるであろうか。仮にそれ等
の機能が完全に代償されるとしても，それ迄にはし、くばくかの時日を要するわけであるが，そ
の間人体は如何に調節されているのであろうか。同様の疑問は肝臓の部分切除或は牌臓の全刻
出等種々な場合に起ってくる。兎に角従来代償性肥大とし、う概念一本槍で説明されていた現象
は更に検討を要するものと思われるのであって，これから述べる実験はこの様な目的で行われ
たものである。只今迄のところ未だ肺臓， 141臓，腎臓といった 2，3の臓器に就L、て検索したに
持〈第 31回千葉医学会総会特別講演〉
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過ぎないが，多少なりとも参考になれば幸であるO
家兎の左蹄別出実験惚就いて
周知の如く肺結核症や肺臓癒その他の肺疾患に対し，肺組織の一部或はー側の肺臓を別出す
る方法が行われたのはごく最近のことである 然し動物実験の方は可成り以前から行われておO
ったのであって，独乙では既に 1881年に Gluck，Schmidt，Bloch等とし、う人が動物実験を
しており，日本でも明治 44年(1911年)に竹中とし、う人が家兎を使って実験している。その
後家兎，白鼠，猫，犬等に就いての実験的研究が余り多くはないが報告されてし、る。叉近年に
おいては手術後の人体に創刊、て肺臓或はその他の臓器の機能に関する研究が多数発表されて
いる。これ等の文献に創刊、て詳細に述べることは省略するが，要するにこの場合問題となる点
は残存肺組織にどの様な形態学的変化が起るかということと，肺臓の機能叉はそれに関連して
他の臓器の機能に如何なる影響を及ぼすかとし、う点である O
著者等は体重 2kg""3kgの成熟した家兎を使用して左側肺臓の全別出を行い，手術後 1---
19週迄のものに就L、て観察した。手術後の残存肺l臓の膨張は極めて著明であるが， !f!J:に心臓葉 
その結果心臓は左上方に一転位し，左側の横隔膜は初期には上方におし挙O長が顕著である1の膨
げられるが，時がたつに従って正常の位置に戻る。 レントゲン並びに解剖所見によると大体 3
週後には完全に死腔は消失する。組織学的に残，序肺臓の状態を検索した結果，手術後 9週迄の
例ではいずれも肺胞の拡張が見られるが，特に肉H史的にも膨脹の著しかった心臓葉に著l児で、あ
る。然し面白いことには手術後 12週以上を経過した例で、は腕胞の拡張はみられなし、。即ち肺
臓の容積は増大しているが，これを構成する』肺胞の大きさに変化がないということであって，
これは残存肺臓の容積の増大が肺胞の新生増殖によることを物語る事実である。姉胞の新生或
は再生が胎生期以後にお:し、ても起るか否か，もし起るとすれば如何なる機転によるかというこ
とは興味あることであるが，之に関する著者の意見は病理学会々誌42巻総会号を参照せられ 
、。Lこ7
次に肺胞隔の所見であるが，手術後 6週位迄の例では毛細血管の充盈が強く，時には内皮細
胞の増殖を来すものもあるが， 9週以後になると血液の充盈は消槌する。叉一方には哨銀線維， 
fip力線維，修原線維等の肥厚増殖が起るが，特にH蓄銀線維の増殖は全実験例を通じて屡々認め
られる変化である。肺臓以外の主な臓器例えば心臓，肝臓，牌臓，腎臓等には特に著しい病変
はなし、。以上は家兎左肺を別出した時の残害右肺の主な変化で、あって，肺胞の拡張，肺胞の新
生増殖による残存肺の容積増大は代償性肥大と見倣すべき所見である。
家兎左肺別出後に於t忍結核菌感染実験に就いて
ここにおいて著者等は近頃盛んになった肺結核症の外科的療法殊に肺切除療法の基礎的実験
としづ意味で，先ず左肺を刻出した家兎に結核菌を感染せしめる実験を行った。最初著者等は
恐らく残存肺に強い結核性病変が現われるものと予想したのであるがよ実験の結果は全く著者
等の予想を裏切る面白い結果となった。
動物に結核菌を感染せしめる方法には種々あるが，著者等は強毒人型結核菌を生理的食塩水
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の浮遊液としてその一定量(体重 1kgに対して結核菌 1nlg)を静脈内に注射したのである O
これは菌の経気道感染等に較べて肺臓の結核性病巣が結節状になり，その数量的関係を比較す
るに便利な為めである。
この様に調製した結核菌浮遊液を正常家兎の耳静脈から注射し 1，_10週を経過したものに就
いて観察した結果，肺臓其の他の臓器の結核性病変は菌注後 3，4，5週あたりの時期に最も著
明であって， 6週以後になると結核性病変は漸次消挺する。叉結核性病変の強さは個体によっ
て可成りの差異があるO 然しながら結核性病変は肺臓及び牌臓に最も強く，肝臓及び骨髄は之
に次ぎ，腎臓，心臓，副腎の様な臓器は軽度であるとしづ規則性を見出すことが出来るO
;tJ1て左肺を刻出してその直後或は 1，2，4，6，8，10，12週を経過した家兎に結核菌浮遊液を
静注して 4週後に屠殺すると次の様な興味ある所見に接した。即ち各種!臓器に於ける結核性病
巣の数量的関係が正常家兎と大体同様なものが全実験例 16区中 9例であるが，肺!臓及び牌臓
の結核性病変が軽度で肝臓の病変が非常に強い例，或は肺臓の結核性病変に較べて牌臓及び肝
臓の病変が強いもの等が 7例であるO この様な結核性病巣の分布の異常は手術後比較的早期に
結核菌を静注したものにも見られるが，大体手術後 8，10，12週等に菌注を行った例に多い傾
向が窺える。、叉家兎では屡々牌臓或は肝臓に血鉄素(ヘモジデリン〉の沈著が認められるが，
正常家兎では牌臓の血鉄素洗著は肝臓のそれよりも強いのが普通である。然るにこの実験例で
は大体結核性病巣の分布異常を来した家兎に一致して肝臓の血鉄素洗著が牌臓のそれよりも著
明であるO この様な結核病巣並びに血鉄素の分布異常とし、う現象は一体如何なることを示唆し
ているであろうか。以下少しくこれに創刊、て考察してみたし、と思う。
既に胃頭に於いて述べた如く，家兎の左蹄別出後右肺がそれを代償するとすれば，当然結絞
性病巣は右肺に多数出現しなければならないわけであるが，事実は上述の通り肺臓の結核性病
変は正常動物の場合と同様か或は却って軽度である。之は残存右肺は一応含気量の増加，肺胞
の増殖等によってその容積を増しているが，必ずしもあらゆる点に於L、て代償が行われている
のではないのであって，その性状に変化を来したと解すべきである。即ち残存姉は含気量の増
加，肺胞の増殖を来すとし、う点では正に代償性肥大とし、って差支えないが，結核菌を捕促しそ
れに対して反応する能力に於いては正常の肺臓とは可成りちがってき.ていると思われるO 残仔
肺の性状の変化とし、う点に関しては単に形態学的検索のみならず，種々の機能検査も行わねば
ならないことは勿論であるが，形態学的に注目すべき所見としては，肺胞隔における噌銀線維，
蹄力線維，謬原線維等の増殖であるo肺胞隔に於ける線維成分の増殖は瓦斯交換の障碍，ひい
ては結核菌の発育及びそれに対する組織の反応等に影響を与えるであろうということが考えら
れる。
次に牌臓の結核性病変及び血鉄素の洗著状態が，大体肺臓の結核性病変の軽重によく一致し
ていることが注意される。即ち，肺臓機能の変化に伴って牌臓の機能も亦変化することが錦像
されるのfである。実は著者等はそれ迄肺臓と牌臓の相互関係に就いては全く考えていなかった
が，この実験結果から肺臓と n~!臓の間に密接な関係があることを初めて認識した次第である O 
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鳥取大学医学部内科の木下民は家兎に気胸を施行すると牌臓が収縮して貧血性になると U、う示
唆に富む報告をされているが}著者等の実験では粋臓に特に注目すべき形態学的変化を見出し
得なかった。従ってこの場合の牌臓機能の変化が肺臓機能の障碍特に酸素欠乏などによるのか
或は神経性，体液性因子等によるのかとし、う点は今後の研究に侠たねばならなし、。
最後にこの場合の肝臓の態度であるが，この実験をみると，‘肺臓或は牌臓に結核性病変が軽
い場合は肝臓に強L、結核性病変が現われるとし、う結果になっている O 即ち結果的にみると本来
ならば主として肺臓と牌臓に発生すべき結核性病巣が肝臓に集ってきたことになるのであっ
て，か Lることからも肝臓が肺臓或は牌臓の機能の一面を代償することが推定される次第であ 
~o 
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その結果を要約すると結核性病巣の分布が正常家兎と同様のものも少数あるが， 1)肺臓の結核
性病変に較べて肝臓の結核性病変が強し、もの， 2)肺臓の結核性病変が強い割合に肝臓では結核
性病巣の数が少く，主としてグリソン氏翰を中心とする強い胆管の増殖，淋巴球の浸潤といっ
た形で反応しているもの(一般にこの様な場合には肝細胞の植物性細胞様の変性が強しつ， 3) 
副腎ね比較的強い結核性病変がみられる等，正活動物に結核菌を注射した場合と同可成りその
様相が異ったものが屡々出現してきたのであるO
以上の事実から牌臓の別出によって肺臓，肝臓，副l青等の結核菌に対する反応、に変調を来し
たことが窺われるのであって，特に肝臓においては結核菌に対する組織反応が強く現われる
か，或は結核菌に対する特徴的な組織反応は軽度で主として胆管増殖，淋巴球浸潤といった非
特異的な反応様式を示すことは注目すべき事実と思われる O 叉この実験においても前述の肺臓
別出実験の場合と同様，肝臓の結核性病変が強い時は肘j臓の結核性病変が比較的軽いという現
象が認められるO
次に前の実験とは逆に，先に結核菌を注射してその後夫次 1，2，-3，4過を経てからJj!{1.臓を刻伊
出してみた。そして牌臓を刻出してから 4遡及び 6週後に屠殺して検索したのであるが，この
実験でも肝臓に胆管増殖及び淋巴球の浸j閣が強い傾向を示すこと，並びに肝細胞の植物細胞様
の変性が結核菌注射のみの対照群に比較して規則正しく現われる(変性の程度は種々である
が)こと等が注目された。然し前の牌臓別出後に結核菌を注射した実験と異って，肝臓，肺臓
或は其の他の臓器に於ける結核性病巣の分布には特に異常は認めらhなかった。
牌臓の別出が如何に結核性病変に対して影響を及ぼすかということに就し、ては，少数ではあ
るが，猿，兎，モルモット，白鼠，廿日鼠等に就いての笑験が発表されている。然しその見解
はまちまちであって，牌臓の刻出は結核性病変に対して余り影響を及ぼさないとするもの，恕
化せしむるとするもの或は反対に軽快せしめるとするもの等一定していなし、。これは突験に供
した動物の種類乃至は結核菌の種類，即ち人型結核菌を使用したか或はLIユ型結核菌を使用した
かにより，或は結核菌感染方法の差異(皮下注射，静脈注射，経気道感染等〉とか日中臓別出か
ら結核菌感染:迄の時間的差異等によると!忍われる。然し著者の実験方法では上述した通り，腕
臓の刻出は肝臓，肺臓に於ける結核性病巣の分布或は肝臓の結核菌に対する組織反応に異常を
来す場合があるが，個体全体としての結核性病変をみると牌臓刻出によって特に著しく影響さ
れるとは考えられない。
家兎の左側腎臓捌出実験並び~左側腎臓劇出後に於サる結核菌注射実験記就いて
従来の腎臓刻出に関する文献をみると，その多くは如何なる程度迄腎臓を切除しでも生命を
保ち得るかとし、う点を主眼としているのであって，著者の意図する様な実験は少し、様である O
著者は家兎の左側腎臓を刻出し 4，8，12，16週後に屠殺したもの並びに左側の腎臓を刻出し
てから夫々 3日， 4，8，12週の各時期に結核菌を静注し，その後 4週を経て屠殺したものに就
いて観察した。これ等の筒実験を通じて窺えることは，先ず残存右腎は時に別出した左側腎臓
よりも目方の軽い場合もあるが，多くは 0.5g，...4.8 g迄の重量増加を来しており，組織学的に
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も総球体及び尿細管の肥犬が認められる。叉肝臓では時に肝細胞の増生像及び間接核分裂像
を，副腎では皮質総球唐の間接核分裂像，束状暦の増生及び間接核分裂像等が認められる。
結核菌注射実験群では肺臓の結核性病変に較べて，多くは肝臓の結核性病巣は少数でLかも
胆管の増殖及び淋巴球の浸潤が強い傾向を示している O そのほか脚臓の結核性病変が軽度であ
ることも注目されるo
以上の結果を観るに，左側の腎臓を刻出すれば確かに残害腎臓の代償性肥大を来すO 然しな
がら左右の腎臓を大体同じ重量と見倣して計算すると，残脊腎臓は例え肥大してももとの両側
の腎臓を合計した重量には達しなし、。従ってー側の腎臓を刻出したのち果して残存腎臓があら
ゆる点で，もと通りの機能を営み得るかは疑問であるO 著者の実験ではそれが肝臓，副腎等の
細胞増生，肝臓及び牌臓の結核菌に対する反応異常といった形で、現われているのではなかろう
かと思われるO
なお，著者は少数例ながら腎臓結核或は腎臓臆疹のため，一側の腎臓を別出した剖検例(あ
る場合には残存腎臓にも結核性病変が及んでいる)を検索したのであるが，この場合肝臓に著
しい変化のなし、ものもあるが，時に肝細胞の増生，間接核分裂像が認められた。以上の動物実
験並びに人体剖検例の所見からして，腎臓の機能障碍は時に肝臓に大きな影響を与えることは
明らかであるO 山日医大の水田氏は腎臓機能が障碍された場合肝臓が腎臓の機能を代償するこ
とを報告しているが，著者の実験は之に形態学的根拠を与えるものと思われる。
考按並ひ、に結論
以上著者は家兎の~側の肺臓乃至は腎臓の刻出或は牌臓の全別出を行って，残存肺や残存l背
の変化或は種々の他臓器に於ける変化を中心として観察した次第で‘ある これ等の実験においO
て結核菌感染を行った主な理由は，単に臓器の一部或は全部を刻出しただけで、も或る程度残存
臓器及び他臓器の変化を形態学的に把握することが出来るが，これに結核菌感染といった様な
或る種の操作を加えることにより，一暦よくその間の変化が認識し得るだろうと考えたからで
あって，このことは上述の実験結果からも了解し得ることと思う。勿論結核菌それ自体既にそ
の構造，成分，性質等に掛川、て不明な点が多くあり，叉一方生体の結核菌に対する反応機序も
複雑であるから，詳細な点を追究するためには夫々の実験目的に従って種々の方法を採用しな
ければならないことは云う迄もないことと思う。
兎に角以上の実験成績を通費すると，従来簡単に代償性肥大とし、う概念で説明されてし、た現
象も， Lかく単純でないことが了解されるであろう。ー側の肺臓を別出すれば残存肺に含気量
の増加或は肺胞の新生増殖を来し，一側の腎臓を易IJ出すれば残寄した腎臓の総球体及び尿細管
が肥大し腎臓の容積，重量の増加を来す。これはまさしく代償性肥大といって差支えないと思
う。然しながらー側の肺臓刻出は残帯した肺臓に性状の変佑を来すことが形態学的にも把握で
きるし，且つこれに結核菌を感染させると，肺臓のほかに肝臓或は牌臓にも機能の変化が起っ
ていることが推定される。叉ー側の腎臓を刻出した場合においても残存腎臓の重量増加度，肝
臓及び副腎の細胞増生といった形態学的所見或は結核菌感染に対する肝臓や牌臓の態度等から 
" 
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みても，残存腎臓が刻出した腎臓の機能を完全に代'償しているとは考えられなレ。従って代償
性肥大とし、う現象は確に認めねばならないのであるが，臓器の欠損の程度によっては代償しき
れなし、場合のあることも考慮しなければならないと思う。即ち家兎の肺臓及び腎臓ではその小
部分の欠損は兎も角として，少くともそのー側の欠損はもはや残存臓擦の肥大だけでは代償し
得ないと見倣される。この様な点からしても，もともと二つの部分から成り立っている臓器
は，二つあるべくしてあるのであって，それで初めて充分にその機能を発揮することが出来る
.のであると考えられる O 叉牌臓の全別出実験では肝臓，淋巴節その他の臓器，組織に腕臓の機
、
能を代償する様な所謂牌様組織の増生或は細網内皮系統の肥大，増殖とし、った変化は認められ
ない。且つ結核菌感染実験においても肝臓は結核菌感染に対して正常家兎と違って，主として
胆管増殖と淋巴球浸潤といった非特異的な反応態度を示す場合があること等からして，牌!臓の
欠落が牌様組織の増殖等によって完全に代償されるとは思えなし、。往々牌臓全刻出後の血液学
的検査或は細網内皮系統の機能検査等から，牌臓易リ出後ある時日を経過すると牌臓の機能が代
償されるとするむきがあるが，これは一考を要すると思われる。とし、うのは，現在の水準に於
いて機能検査成績と形態学的所見がどれ程忠実に一致しているか，叉ある臓揺の欠落によって
他臓器の機能に変調が起った場合には機能検査の上で見かけの上の回復が起らないであろうか
という疑問が残るからである。かつて血液学の大家 Naegeliは自然は何等の意味もなし、無駄
な臓器は作らなし、とし、う意味のことを述べて，個えの臓器の持つ機能の特極性(従ってその臓'
器の機能は他の臓器や組織によって代償し得ないこと〉を強調しているが l床うべき言葉と  d思
う。兎に角ある種の臓器及び組織の欠落は単に残存組織による代償のみならず，他臓器の変調
を来して生体全体としての調和を保っているものと息われる O こ斗において個々の臓器の生体
全体に対する意味或は関係が新しレ角度から再認識されねばならないと考えられる。
なお，ある種臓器のー側或は全部の欠落が一定の他臓器に形態学的並びに機能的な変化を及
ぼすことに創刊、ては繰返し述べた通りであるが，これ等の実験を通じて特に著者の興味をひい
た点は第一に肺臓と肝臓の関係である。それはー側の肺臓別出後或は牌臓刻出後の結核菌感染
実験において，肺臓に結核性病変が~~"、時には肝臓に結核性病変が強く現われる傾向を示すこ
と，即ち結核性病変に対してこの両臓器が対昧的関係にあり，結核菌に対する特異な組織反応
に於いて代償しあう面をもっていることである。松尾博士門下の藤田民は四塩化炭素或はラ Y
リンによって肝臓障碍を起させると，肺臓の青酸曹達及び次亜硫酸曹達に対する解毒作用が克
進すること，従って肝臓の機能が減退している時には肺臓がこれを代償することを報告してい
るO 著者も亦肝硬変症の肺臓に就L、て検索して，この両臓器開に密接な相互関係のあることを
指摘したが，この点は更に実験的に究明する積りである O
次に牌臓の代謝物質が肝臓の細網内皮細胞或は肝細胞に対して，その機能を鼓舞する作用が
あることが想像される点である O このことは叉一面において，牌臓の骨髄に対する抑制作用が
肝臓を介して二次的に骨髄に働くことも想像させる次第である O 叉ー側腎臓の欠落が肝臓のみ
ならず，副腎或は牌臓にも影響すること，或は肺臓機能障碍が牌臓の機能に関係すること等も
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面白L、現象と思われる O なお，以上の様な臓器聞の相互現象が如何なる機序によって招来され
るかということは之亦重要な研究問題であるがi先ず種々の臓器開の相互関係に就いて多くの
事実を集めることが，この難しい現象を解明する第一歩と思う。
終りに或る種臓器の欠損はそれがある程度以上になると， もはや残害部の代償性肥大或は類
似組織の肥大増生等によってもその機能は代償し得なくなり，一定の他臓器に形態学的，機能
的変化を招来することを述べて結論とする次第である。
終りに臨み本研究に対し絶大な御援助と御協力を頂きました河合教授，綿貫助教授，後藤助手
の各位に心から御礼を申し上げます。
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